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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　中性子との核反応によりα線を放出するリチウム６またはホウ素１０を含有するα線放
出体部材と、α線放出体部材から放出するα線を衝突させて飛跡を生成することによって
中性子線量当量を測定する中性子測定用ポリカーボネイトフィルムとが対向して配設され
ており、さらにノイズ飛跡を測定するノイズ測定用ポリカーボネイトフィルムがα線放出
体部材と対向しないで配設されている固体飛跡検出セットが、気密容器内に１個もしくは
複数個配設された状態で収納されていることを特徴とする中性子線量当量測定器。
【請求項２】
　請求項１記載の中性子線量当量測定器の固体飛跡検出セットにおいて、保持枠によって
α線放出体部材、中性子測定用ポリカーボネイトフィルムおよびノイズ測定用ポリカーボ
ネイトフィルムが固定されていることを特徴とする中性子線量当量測定器。
【請求項３】
　中性子との核反応によりα線を放出するリチウム６またはホウ素１０を含有するα線放
出体部材と、α線放出体部材から放出するα線を衝突させて飛跡を生成することによって
中性子線量当量を測定する中性子測定用ポリカーボネイトフィルムとが対向して配設され
ており、中性子測定用ポリカーボネイトフィルムのα線放出体部材と対向した面に到達す
るα線の放射路の一部を覆うようにα線を停止させるのに十分な厚さの遮蔽部材が配設さ
れている固体飛跡検出セットが、気密容器内に１個もしくは複数個配設された状態で収納
されていることを特徴とする中性子線量当量測定器。
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【請求項４】
　請求項３記載の中性子線量当量測定器の固体飛跡検出セットにおいて、保持枠によって
α線放出体部材、中性子測定用ポリカーボネイトフィルムおよび遮蔽部材が固定されてい
ることを特徴とする中性子線量当量測定器。
【請求項５】
　熱中性子から２０ＭｅＶまでの中性子の線量当量を測定可能な汎用型または熱中性子か
ら１０００ＭｅＶまでの中性子の線量当量を測定可能な広領域型中性子線量当量測定用減
速材内に、前記気密容器が配置されていることを特徴とする請求項１ないし４いずれかに
記載の中性子線量当量測定器。
【請求項６】
　既知の中性子線量を照射したポリカーボネイトフィルムがα線放出体部材と対向しない
ように配設されていることを特徴とする請求項１ないし５いずれかに記載の中性子線量当
量測定器。
【請求項７】
　ノイズ測定用ポリカーボネイトフィルムまたは中性子測定用ポリカーボネイトフィルム
の裏面を測定することを特徴とする請求項１ないし６いずれかに記載の中性子線量当量測
定器。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この出願の発明は、中性子線量当量測定器に関するものである。さらに詳しくは、この出
願の発明は、自然放射線レベルの低エネルギーから高エネルギーまでの広い範囲での中性
子線の線量当量を測定することが可能な中性子線量当量測定器に関するものである。
【０００２】
【従来の技術とその課題】
従来より、放射線安全管理を目的とする中性子線量当量測定の目的には、ヘリウム３比例
計数管またはホウ素１０比例計数管を減速材の中心に配置した測定器が利用されている。
この減速材は、中性子の単位個数当たりの人体への影響が低エネルギー中性子では小さく
、高エネルギー中性子では大きいことを考慮した線量当量を測定できるように設計された
ものであり、低エネルギー中性子をある程度吸収し、高エネルギー中性子を減速してホウ
素１０などとの核反応断面積の大きい熱中性子に変える。この方法で得られる計数値は中
性子線量当量に比例する。
【０００３】
減速材には、熱中性子から２０ＭｅＶ程度までと熱中性子から１０００ＭｅＶ程度までの
中性子の線量当量を測定できるものがあり、前者を汎用型、後者を高領域型と称している
。この減速材の中心に比例計数管を配置した測定器は連続して測定結果を得ることができ
るが、短時間に出射した中性子線量を数え落とす可能性があり、また停電中の線量が記録
されないといった問題も有している。
【０００４】
上記の方法以外の中性子線量当量を測定する方法として、固体飛跡検出法が知られている
。固体飛跡検出法とは、α粒子などの荷電粒子がポリカーボネイト、ガラス、雲母などの
物質に衝突して生成された飛跡による傷を、ＫＯＨを含む溶液でエッチングして拡大して
光学顕微鏡で見えるようにしたものであり、生成した飛跡は常温ではエッチング前でもガ
ンマ線などの光子の影響を受けずフェーディング（退行）が起こらない。このような長所
を有することから固体飛跡検出法は現在個人の被曝線量計に利用されている（特許文献１
、特許文献２）。なお、固体飛跡による線量測定において線量が大きくなるとエッチピッ
ト数が多くなり最終的には重畳するようになるが、１ｃｍ×１ｃｍ当たり１００００個ま
では線量とエッチピット数が比例することが知られている。
【０００５】
しかしながら、固体飛跡検出方法においても以下のような問題を有していた。
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【０００６】
電子管式でない環境モニタリングのための中性子線量当量測定にはＣＲ－３９ポリカーボ
ネイトフィルムを用いた固体飛跡検出法による個人モニターを使用しているが、その最小
検出感度は０．１ｍＳｖであり、０．１ｍＳｖ以下の自然放射線中の中性子線量当量を測
定するには十分ではなかった。
【０００７】
また固体飛跡検出器は空気中のラドンからのα線がポリカーボネイトフィルム表面に衝突
して生成した飛跡からラドン濃度を測定するために利用されており（特許文献３）、さら
にα線放出体部材とポリカーボネイトフィルムを用いた検出セットも見出され、ポリエチ
レン球を減速材とし、ノイズ飛跡測定のためにポリカーボネイトフィルムの一部を覆った
ものに配置した測定がなされたが、中性子のエネルギーによっては飛跡数が中性子線量当
量に比例しなかった（非特許文献１）。
【０００８】
上記のように、これまでの固体飛跡検出法では自然放射線レベルの低エネルギーから高エ
ネルギーの広い範囲での中性子線の線量当量を測定することは不可能であった。
【０００９】
【特許文献１】
特開２００１－４２０３８
【特許文献２】
米国特許第４３８１４５４号明細書
【特許文献３】
特開平８－２０１５２３
【非特許文献１】
Kumamoto Y, Maruyama T, "Measurement of natural neutron background using electro
chemically etched polycarbonate foils and boron-10 radiator" Health Phys 43巻 p.
719-726, 1982年
【００１０】
この出願の発明は、以上のとおりの事情に鑑みてなされたものであり、従来技術の問題点
を解消し、自然放射線レベルの低エネルギーから高エネルギーの広い範囲での中性子線の
線量当量を固体飛跡検出法により測定することのできる中性子線量当量測定器を提供する
ことを課題としている。
【００１１】
【課題を解決するための手段】
この出願の発明は、上記の課題を解決するものとして、まず第１には、中性子との核反応
によりα線を放出するリチウム６またはホウ素１０を含有するα線放出体部材と、α線放
出体部材から放出するα線を衝突させて飛跡を生成することによって中性子線量当量を測
定する中性子測定用ポリカーボネイトフィルムとが対向して配設されており、さらにノイ
ズ飛跡を測定するノイズ測定用ポリカーボネイトフィルムがα線放出体部材と対向しない
で配設されている固体飛跡検出セットが、気密容器内に１個もしくは複数個配設された状
態で収納されていることを特徴とする中性子線量当量測定器を提供する。
【００１２】
第２には、この出願の発明は、第１の発明の中性子線量当量測定器の固体飛跡検出セット
において、保持枠によってα線放出体部材、中性子測定用ポリカーボネイトフィルムおよ
びノイズ測定用ポリカーボネイトフィルムが固定されていることを特徴とする中性子線量
当量測定器を提供する。
【００１３】
さらに、第３には、中性子との核反応によりα線を放出するリチウム６またはホウ素１０
を含有するα線放出体部材と、α線放出体部材から放出するα線を衝突させて飛跡を生成
することによって中性子線量当量を測定する中性子測定用ポリカーボネイトフィルムとが
対向して配設されており、中性子測定用ポリカーボネイトフィルムのα線放出体部材と対
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向した面に到達するα線の放射路の一部を覆うようにα線を停止させるのに十分な厚さの
遮蔽部材が配設されている固体飛跡検出セットが、気密容器内に１個もしくは複数個配設
された状態で収納されていることを特徴とする中性子線量当量測定器を提供する。
【００１４】
第４には、第３の発明の中性子線量当量測定器の固体飛跡検出セットにおいて、保持枠に
よってα線放出体部材、中性子測定用ポリカーボネイトフィルムおよび遮蔽部材が固定さ
れていることを特徴とする中性子線量当量測定器を提供する。
【００１５】
　また、第５には、第１ないし４いずれかの発明において、熱中性子から２０ＭｅＶまで
の中性子の線量当量を測定可能な汎用型または熱中性子から１０００ＭｅＶまでの中性子
の線量当量を測定可能な広領域型中性子線量当量測定用減速材内に、前記気密容器が配置
されていることを特徴とする中性子線量当量測定器を提供する。
【００１６】
第６には、第１ないし５いずれかの発明において、既知の中性子線量を照射したポリカー
ボネイトフィルムがα線放出体部材と対向しないように配設されていることを特徴とする
中性子線量当量測定器をも提供する。
【００１７】
　第７には、第１ないし６いずれかの発明において、ノイズ測定用ポリカーボネイトフィ
ルムまたは中性子測定用ポリカーボネイトフィルムの裏面を測定することを特徴とする中
性子線量当量測定器を提供する。
【００１８】
【発明の実施の形態】
この出願の発明は上記のとおりの特徴をもつものであるが、以下にその実施の形態につい
て説明する。
【００１９】
この出願の発明の中性子線量当量測定器は、中性子との核反応によりα線を放出するリチ
ウム６またはホウ素１０を含有するα線放出体部材と、α線放出体部材から放出するα線
を衝突させて飛跡を生成することによって中性子線量当量を測定する中性子測定用ポリカ
ーボネイトフィルムとが対向して配設されており、さらにノイズ飛跡を測定するノイズ測
定用ポリカーボネイトフィルムがα線放出体部材と対向しないで配設されている固体飛跡
検出セットが、気密容器内に複数配設された状態で収納されていることを大きな特徴とし
ている。
【００２０】
この中性子線量当量測定器を用いることにより、これまで不可能であった、自然放射線レ
ベルの低エネルギーから高エネルギーまでの中性子線の線量当量を固体飛跡検出法により
測定することができる。
【００２１】
なお、この出願の発明の中性子線量当量測定器の固定飛跡検出セットにおいて、保持枠に
よってα線放出体部材、中性子測定用ポリカーボネイトフィルムおよびノイズ測定用ポリ
カーボネイトフィルムを固定することもできる。このようにすることによって接着テープ
などを用いる必要がなくなり、接着テープの有機揮発成分がポリカーボネイトフィルムの
表面に悪影響を与えるのを防ぐことができる。
【００２２】
またこの出願の発明の中性子線量当量測定器として、中性子との核反応によりα線を放出
するリチウム６またはホウ素１０を含有するα線放出体部材と、α線放出体部材から放出
するα線を衝突させて飛跡を生成することによって中性子線量当量を測定する中性子測定
用ポリカーボネイトフィルムとが対向して配設されており、中性子測定用ポリカーボネイ
トフィルムのα線放出体部材と対向した面に到達するα線の放射路の一部を覆うようにα
線を停止させるのに十分な厚さの遮蔽部材が配設されている固体飛跡検出セットが、気密
容器内に１個もしくは複数個配設された状態で収納されている中性子線量当量測定器とす
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ることも可能であり、この中性子線量当量測定器を用いることによっても、これまで不可
能であった、自然放射線レベルの低エネルギーから高エネルギーまでの中性子線の線量当
量を固体飛跡検出法により測定することができる。
【００２３】
なお、この場合においても固定飛跡検出セットにおいて、保持枠によってα線放出体部材
、中性子測定用ポリカーボネイトフィルムおよびノイズ測定用ポリカーボネイトフィルム
を固定することもできる。このようにすることによって接着テープなどを用いる必要がな
くなり、接着テープの有機揮発成分がポリカーボネイトフィルムの表面に悪影響を与える
のを防ぐことができる。
【００２４】
この出願の発明の中性子線量当量測定器における固体飛跡検出セットを、上記のような構
造にすることによって中性子測定用ポリカーボネイトフィルムの一部をα線放出部材と対
向していないノイズ測定用のポリカーボネイトフィルムとして用いることができ、１枚の
ポリカーボネイトフィルムで中性子測定とノイズ測定の両方を行うことができる。
【００２５】
さらに、既成の汎用型または広領域型中性子線量当量測定用減速材内に、前記気密容器を
配置することもでき、このようにすることによって減速材により高速の中性子を減速させ
、高エネルギー中性子の線量当量の測定も可能となるのである。
【００２６】
また、既知の中性子線量を照射したポリカーボネイトフィルムをα線放出体部材と対向し
ないように配設することも可能であり、これにより既知の中性子線量を照射したポリカー
ボネイトフィルムを基準として固体飛跡検出セットにおけるフェーディングの影響を考慮
することができる。
【００２７】
さらには、大線量被曝の測定時にはノイズ測定用ポリカーボネイトフィルムまたは中性子
測定用ポリカーボネイトフィルムの裏面を測定することもでき、大線量被曝の測定時にも
良好に中性子線量当量を測定することができる。
【００２８】
次に図面に沿って、この出願の発明の実施の形態についてさらに詳しく説明する。もちろ
ん、この発明は以下の例に限定されるものではなく、細部については様々な態様が可能で
あることは言うまでもない。
【００２９】
図１はこの出願の発明の中性子線量当量測定器における固体飛跡検出セットの一例である
。まずα線放出体粉末（１）を円板状のプラスチックの支持板（２）に付着させ、α線放
出体部材（３）とする。
【００３０】
このα線放出体部材（３）と中性子測定用ポリカーボネイトフィルム（４ａ）とを、中央
部に穴のあいたドーナツ状のスペーサ（５ａ）を用いて接触しないようにして対向させる
。（４ｂ）はノイズ飛跡を測定するためのノイズ測定用ポリカーボネイトフィルムであっ
て、α線放出体部材（３）と対向しないように、中性子測定用ポリカーボネイトフィルム
（４ａ）のα線放出体部材（３）と対向している面とは反対側の面に対向させて配設し、
表面が容器と接触しないように、スペーサ（５ａ）と同様の形状のスペーサ（５ｂ）を用
いて、α線放出体部材（３）、中性子測定用ポリカーボネイトフィルム（４ａ）、ノイズ
測定用ポリカーボネイトフィルム（４ｂ）を重ねて保持枠（６ａ）に入れ、その保持枠（
６ａ）と他の保持枠（６ｂ）（図３参照）で挟み込んで固定し、固体飛跡検出セット（７
）とする。α線放出体部材（３）から放出したα線は中性子測定用のポリカーボネイトフ
ィルム（４ａ）に遮られノイズ測定用ポリカーボネイトフィルム（４ｂ）へは到達しない
。
【００３１】
なお図２に示しているように、中性子測定用ポリカーボネイトフィルム（４ａ）のみを用
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い、中性子測定用ポリカーボネイトフィルム（４ａ）の一部を、α線を停止させるのに十
分な厚さの遮蔽部材、すなわちα線放射路遮蔽部材（４ｃ）で覆い、中性子測定用ポリカ
ーボネイトフィルム（４ａ）のα線放射路遮蔽部材（４ｃ）で覆われた部分をノイズ測定
の飛跡の測定に使用することも可能である。すなわち、１枚のポリカーボネイトフィルム
で中性子測定とノイズ測定の両方を行うことができるのである。
【００３２】
中性子測定用ポリカーボネイトフィルム（４ａ）はα線が当たる面に保護フィルム（８）
が付着しているものを使用し、中性子測定用ポリカーボネイトフィルム（４ａ）をα線放
出体部材（３）と対向させるときにこの保護フィルム（８）をはがす。中性子測定用ポリ
カーボネイトフィルム（４ａ）、ノイズ測定用ポリカーボネイト（４ｂ）は厚過ぎれば電
気化学エッチングの電源電圧を上げる必要があり、また薄すぎるとエッチングの最中に孔
が生じる恐れがあるので適切な厚さより具体的には０．３ｍｍ程度のものとする必要があ
る。なお、中性子測定用ポリカーボネイトフィルム（４ａ）およびノイズ測定用ポリカー
ボネイト（４ｂ）としては、三菱エンジニアリングプラスチック株式会社のIupilon S-20
00型が好適に用いられる。
【００３３】
なお図３に示すように保持枠（６ａ）および（６ｂ）は固体飛跡検出セット（７）として
固定するように、お互いに嵌合する凸部（９）と凹部（１０）を有している。α線放出体
部材（３）と中性子測定用ポリカーボネイトフィルム（４ａ）とノイズ測定用ポリカーボ
ネイトフィルム（４ｂ）を固定するために接着テープなどを使用すると有機揮発成分が中
性子測定用ポリカーボネイトフィルム（４ａ）とノイズ測定用ポリカーボネイトフィルム
（４ｂ）の表面に悪影響を与える恐れがあるため、このような保持枠（６ａ）と（６ｂ）
の凸部（９）と凹部（１０）を嵌合させることにより固体飛跡検出セット（７）として固
定する。
【００３４】
中性子測定用ポリカーボネイトフィルム（４ａ）とノイズ測定用ポリカーボネイトフィル
ム（４ｂ）の表面を空気に曝したままにすると空気中のラドンからのα線が飛跡を生成し
てしまう。そこでこのラドンからの影響を低減するために図４に示すとおり上蓋（１１）
と下蓋（１２）の部分にＯリング（１３）を用いさらに筒部（１４）を有する気密容器（
１５）を使用する。蓋を挿入する間空気を逃す必要があるため上蓋（１１）にＯリング（
１６）を用いた細いねじ（１７）を用意し、上蓋（１１）を挿入した後にこのねじ（１７
）を締める。このようにして気密容器（１５）の気密性が保たれる。そして図５に示すよ
うにこの気密容器（１５）の中に固体飛跡検出セット（７）を複数個配設した状態で収納
する。
【００３５】
次に図５に示した気密容器（１５）を図６に示す減速体（１８）内に配置し、図７に示す
ような中性子線量当量測定器（１９）が形成される。
【００３６】
この中性子線量当量測定器（１９）を一定期間環境中に設置し、回収してα線放出体部材
（３）に対向した中性子測定用ポリカーボナイトフィルム（４ａ）と対向しないノイズ測
定用ポリカーボナイトフィルム（４ｂ）を電気化学エッチングにより飛跡を拡大して計数
する。
【００３７】
この出願の発明の中性子線量当量測定器（１９）は自然放射線中の中性子も検出すること
ができるほど感度が高いため、線量が大量であるとエッチピットが重畳する。速中性子が
ポリカーボネイト中の炭素と核反応してα線を放出する断面積はα線放出体と熱中性子と
の反応断面積に比べると小さいが、線量が大きい場合にはこれを利用して大線量の中性子
線量を測定することができる。ノイズ飛跡を測定するためのノイズ測定用ポリカーボネイ
トフィルム（４ｂ）はα線放出体に対向していないため速中性子によるα線を検出する目
的に使用することができる。また速中性子の線量測定のためには中性子個人モニターに使
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用されているポリカーボネイトの一種であるＣＲ－３９を保持枠（６ａ）、（６ｂ）に併
置することもできる。
【００３８】
α線放出体粉末（１）を支持板（２）に付着させるときに使用する付着剤からの有機ガス
が発生する場合は飛跡を記録するポリカーボネイトフィルム表面に悪影響を与えるのでα
線放出体部材（３）は製作後、数日空気にさらす。そして作製した固体飛跡検出セット（
７）を順次重ねて図４の気密容器（１５）に挿入し、蓋をしてから最後に空気抜きの孔を
ねじで封止する。
【００３９】
中性子照射または環境中に放置した後回収したポリカーボネイトフィルムを電気化学エッ
チングする。α線により生成した固体飛跡は室温ではフェーディング（退行）がないが高
温などの影響に備えて既知の線量を照射したポリカーボネイトフィルムを気密容器内に併
置することにより、その既知の線量を照射したポリカーボネイトフィルムを基準として、
得られた固体飛跡のフェーディングの影響なども考慮することができる。
【００４０】
【実施例】
＜実施例１＞
上記のようなこの出願の発明の中性子線量当量測定器を用いて固体飛跡検出法により中性
子線量当量の測定を行った。
【００４１】
なお、固体飛跡検出セットにおけるポリカーボネイトフィルムは０．３ｍｍ厚さのものを
使用し、エッチング条件は溶液についてはＫＯＨ（３５ｇ）＋水（７５ｍＬ）＋エチルア
ルコール（２５ｍＬ）、温度３２℃、印加する電界は実効電圧１．２ｋＶ、２ｋＨｚとし
、エッチング時間は２時間とした。
【００４２】
その後ポリカーボネイトフィルムの単位面積あたりの固体飛跡数を計数した。エッチング
には空気中のラドン濃度をエッチピット法によって測定するための装置を使用することが
でき、校正値を使用して中性子線量当量を算出する。なお購入当初のポリカーボネイトフ
ィルムのノイズエッチピット数は１ｃｍ×１ｃｍ当たり２～３個であった。
【００４３】
Ａｍ－Ｂｅ標準中性子場を用いた校正の結果、ピット１個あたりの線量は０．２１±０．
０２μＳｖであった。
【００４４】
そしてこの中性子線量当量測定器を５階建のコンクリート建築物の３階に４．３年間配置
した結果、１年当たり１ｃｍ×１ｃｍ（１枚）当たりのエッチピット数は９０±１８個、
ノイズエッチピット数は３．９±１．２個であった。ノイズを差し引いて得られる自然放
射線中の中性子線量は１８．１±３．６μＳｖとなった。この値は国連が２０００年に報
告している年当たり１００μＳｖと比べると小さいが、これは本中性子線量当量測定器を
コンクリートの建物内に配置したためと判断した。
【００４５】
同じ期間、同じ構造の気密容器のＯリングを用いないで配置したポリカーボネイトフィル
ムのノイズ飛跡数とＯリングを用いた気密容器内のノイズ飛跡数の比は２．１であり、気
密容器の効果が確認された。ノイズ飛跡の２倍の飛跡数がある場合にノイズ飛跡数を差し
引いた飛跡数を最小検出感度とするとＯリングを用いた場合には、Ｏリングを用いない場
合の２．１分の１の線量が最小検出感度となる。
【００４６】
この出願の発明の固体飛跡検出セットを１０枚用いた場合、各１枚のエッチピット数は固
体飛跡検出セットを１枚用いた場合の８０％となるが、結果として１０枚用いることによ
り統計誤差が低減され、この出願の発明の固体飛跡検出セットの配置が有効であることが
示された。
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【００４７】
最大検出数については１ｃｍ×１ｃｍ当たり１００００個までは線量と飛跡数が比例する
ことを確認されているので、２ｍＳｖが最大検出線量となる。これ以上の場合、ホウ素１
０などを用いないポリカーボネイトフィルムにより測定が行える。
【００４８】
厚さ０．３ｍｍのポリカーボネイトフィルムと比較のために用いた０．５ｍｍのポリカー
ボネイトフィルムの一定線量に対する飛跡数の比は１．８であった。これは電気化学エッ
チングの場合フィルムの表面間に印加される電圧が高いほどエッチングが促進されること
による。
【００４９】
この出願の発明の測定器中の各セットの計数は中性子の入射方向が減速材の軸方向に垂直
に入射したときの方が軸方向に入射したときよりも約４０％大きい。実際の場合は両方向
に等しく入射すると考えられるので２つの方向の平均値をエッチピット当たりの感度とし
た。
【００５０】
【発明の効果】
以上詳しく説明したとおり、この出願の発明に自然放射線レベルの低エネルギーから高エ
ネルギーの広い範囲での中性子線の線量当量を固体飛跡検出法により測定することのでき
る中性子線量当量測定器が提供され、この出願の発明のα線放出体とポリカーボネイトフ
ィルムの組み合わせたものを気密容器に配置した中性子線量当量測定器によりノイズ飛跡
を密封しない場合と比較して１／２に減少させることができた。またこの出願の発明の中
性子線量当量測定器における気密容器内の固体飛跡検出セットの配置により個数の増加が
統計誤差を低減させることが確認された。またノイズ飛跡測定のためのポリカーボネイト
フィルムを用いることにより、実飛跡数を算定することができ、これらの結果からこの出
願の発明の中性子線量当量測定器により自然放射線レベルの中性子線量当量を測定するこ
とが確認されたのである。
【図面の簡単な説明】
【図１】この出願の発明の中性子線量当量測定器における固体飛跡検出セットの一実施形
態を例示した分解断面図である。
【図２】この出願の発明の中性子線量当量測定器における固体飛跡検出セットの他の実施
形態を例示した分解断面図である。
【図３】この出願の発明の中性子線量当量測定器における固体飛跡検出セットの一実施形
態を例示した断面図である。
【図４】この出願の発明の中性子線量当量測定器に使用される気密容器の一実施形態を例
示した断面図である。
【図５】この出願の発明の中性子線量当量測定器に使用される気密容器に固体飛跡検出セ
ットを複数個配設した状態の一実施形態を例示した断面図である。
【図６】この出願の発明の中性子線量当量測定器に使用される減速材の一実施形態を例示
した断面図である。
【図７】この出願の発明の中性子線量当量測定器の一実施形態を例示した断面図である。
【符号の説明】
１　α線放出体粉末
２　支持板
３　α線放出体部材
４ａ　中性子測定用ポリカーボネイトフィルム
４ｂ　ノイズ測定用ポリカーボネイトフィルム
４ｃ　α線放射路遮蔽部材
５ａ、５ｂ　スペーサ
６ａ、６ｂ　保持枠
７　固体飛跡検出セット
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８　保護フィルム（使用時にははがす）
９　凸部
１０　凹部
１１　上蓋
１２　下蓋
１３　Ｏリング
１４　筒部
１５　気密容器
１６　Ｏリング
１７　ねじ
１８　減速体
１９　中性子線量当量測定器

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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